
 

 

かいせいスポ・レクフェスティバル 2017 事業計画（案） 

 

１ 趣 旨  ・町民が身近なスポーツを楽しみ、豊かな心と健康の増進を図る場とする。 

・異世代間の交流を図り、町民のコミュニティを深める機会とする。 

・スポーツやレクリエーションに触れ、心地よい汗を流す場とする。 

・サイクルスポーツを楽しむ場とする。 

 

２ 主 催  かいせいスポ・レクフェスティバル実行委員会 

３ 後 援  開成町、開成スポーツパートナーズ 

４ 協 力  神奈川県、開成水辺フォレストスプリングス、開成町総合型スポーツクラブ 

５ 協 賛  湯本富士屋ホテル、コロナワールド（予定） 

６ 日 時  平成 29年 10 月８日(日) 10 時～16 時（雨天の場合は中止） 

※雨天の場合は７時に実行委員会役員、町事務局で実施・中止を判断 

７ 会 場  開成水辺スポーツ公園 

 

８ 開会式・閉会式 

○開会式（10:00～10：10） 軟式野球場 

会長あいさつ、町長あいさつ、ラジオ体操 

○閉会宣言（16:00） 

 

９ 種 目（下線部分は今年新規に考案・前回からの変更箇所） 

【ソフトボール場】 

○ニュースポーツ体験 ※スタンプラリー対象 

内  容：ストラックアウト、ピッチングスピードガン、キックターゲット、キックスピードガン 

フリースロー、ペタンク、ダーツ、スポーツ吹き矢、カーレット、ダルマ落とし 

 受  付：10：00～15：45【当日受付】 

 

○ふわふわ 10:00～16:00 

内  容：子どもが楽しめるエアー遊具（あじさいちゃん） 

      ※未就学児は、保護者同伴。 

受  付：10:00～15:30【当日受付】 

 

【パークゴルフ場】 

○パークゴルフ体験（3コース） ※スタンプラリー対象 

※あじさいコースの PAR３、PAR４、PAR５の 3ホールを予定。 
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【軟式野球場】 

○サイクルスポーツイベント（別紙のとおり） 

 ①あしがらロングライド around 開成 100 ㎞コース・65㎞コース→定員 800 名（所要時間約 7時間） 

②ライドハンターズ→定員 30組 60 名（所要時間約 6時間） 

※サイクルスポーツイベントは、サイクルスポーツイベント実行委員会で実施。 

 

○子ども自転車乗り方教室 

受  付：午前の部 10：00～ 午後の部 13：00～ 

教  室：午前の部 10：30～12：00、午後の部 13：30～15：00 

定  員：各回 10人 

 

○キンボール  

 内  容：キンボール 1 回 20 分 

競技時間：①10：45～11：05 ②11：30～11：50 ③13：30～13：50 

 受  付：各回開始 30分前【当日受付】 

 

○総合型スポーツクラブ体験教室 11:00～16:00 

内  容：ヨガ体験教室 1 回 30 分 

受  付：各回開始 30分前【当日受付】 

教  室：①11：00～11：30 ②13：00～13：30 ③14：20～14：50 ④15：20～15：50 

 

【軟式野球場外周】 

○変形自転車 ※スタンプラリー対象 

内  容：変形自転車の乗車体験 

受  付：10：00～15：30【当日参加】 

  

○キックバイクタイムトライアル ※スタンプラリー対象 

内  容：子ども、大人のクラス別キックバイクタイムレース 

対  象：キックバイクに乗れるかた 

受  付：10：00～15：30 軟式野球場バックネット裏 

表  彰：優勝者 

 

【サッカー場】 

○第 16 回かいせいスポ・レクカップ争奪少年サッカー大会  

10/8（日）10:00～15:00  （10/7（土） 8:30～16:00 ） 

内  容：6チームのリーグ戦による小学生サッカー大会 

表 彰 式：14:50～15:00  

表   彰：優勝～3位  



 

＜スタンプラリー＞ 

内   容：13種目のスポーツ種目のうち 1種目体験ごとに、スタンプを押印。 

10 種目以上を実施した先着 500 人に参加賞を贈呈 

受    付：10:00～15:00【当日受付】 参加賞引き換えは 16：00 まで 

種   目 

No. 種目 場所 

① ストラックアウト  

 

 

 

ソフトボール場 

 

② ピッチングスピードガン 

③ キックターゲット 

④ キックスピードガン 

⑤ フリースロー 

⑥ ペタンク 

⑦ ダーツ 

⑧ スポーツ吹き矢 

⑨ カーレット 

⑩ ダルマ落とし 

⑪ パークゴルフ体験 パークゴルフ場 

⑫ 変形自転車 軟式野球場外周 

⑬ キックバイクタイムトライアル 軟式野球場１塁側ファールゾーン 

 

※スタンプラリー種目の中で、次の条件を達成した方にお菓子詰め合わせをプレゼント 

ストラックアウト…7枚以上、キックターゲット…7枚以上、ダルマ落とし…パーフェクト、 

パークゴルフ…ホールインワン 

※スタンプラリーに参加した人による、ガラガラ抽選を実施 

 

【開成フォレストスプリングス】 

○スポーツフィッシング体験教室 10:00～13:00 

内    容：マス学習講座 15 分＋フィッシング体験教室 2時間 45分の教室 

対  象：小学生以上 

受    付：9:30～10:00  フォレストレストハウス前 

募    集：9月 20 日(水)までに自治活動応援課に申込み（先着 20 名 1 家族 3名まで） 

料    金：500 円（釣り竿代含む） 

そ の 他：釣ったマスは 1匹まで持ち帰れる。 

 

●フードコーナー 親水水路南側（移動販売車２～３台） 

●本部及び救護所、総合型地域スポーツクラブＰＲブース、未病ＰＲブースの設置  



開成町消防組織強化推進連絡協議会意見交換会結果について 

１ 日 時 ６月３０日（金）１９時００分から２１時００分まで 

２ 場 所 開成町民センター３階大会議室 

３ 参加者 計４３人（協議会役員・消防団幹部・自治会長・防災部長）  

４ テーマ  効果的な団員確保の方法について 

５ 意 見 

◎団員不足の原因 

・団員に支払われる年間報酬（52,000 円）の内、50,000 円が分団の運営費とし

て徴収されているため、団員になるメリットがない。 

・欠員補充が人任せになっており、誰が責任を持って新入団員を見つけてくるの

か不明確。 

・町外勤務者が増え、消防団活動に従事できる人が減少している。 

・分団員の勤続年数が長いので、新規入団者にとってもプレッシャー(一度入っ

たら簡単に辞められないという意識)になっている。 

・自分や家族との時間を削ってまでボランティア(ほぼ無償の状態)でやってく

れる人はなかなかいない。 

◎解決方法 

・個人の団員報酬が分団運営費として徴収されてしまうことがないように町が

分団運営費を予算化し、個人の報酬を確保する。 

・地域企業に団員を輩出するメリット(法人税免除等)を与え、消防団協力事業所

に認定し、協力を促す。 

・団員の交通手段となる軽自動車税を免除するなど団員の優遇策を実施する。 

・団員世帯は自治会の組長免除など、家族の負担感も考慮する。 

・飲食店組合などに協力を呼びかけ、消防団応援の店を認定し、団員の割引等を

実施する。 

・各地域が責任を持って交代の入団候補者を選出する。 

・候補者リストを作成し、次期団員を明確にする。 

・消防団員だけの努力では限界なので自治会と消防団が連携して勧誘する。 

・消防団員の活動内容を積極的にＰＲし、消防団に対する理解を深める。 

６ 当日写真 
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開成町消防団による災害対応訓練実施結果について 

 

１ 目 的    

消防団による災害対応訓練を実施し、地震災害等への対応能力を錬成する。また、

救出救助や救急法について地域住民等に指導できるスキルを身につける。 

２ 日 時 ７月２９日（土）８時３０分から１２時００分まで 

３ 場 所 開成水辺スポーツ公園内足柄大橋下付近 

４ 内 容  ロープ結束・ 救 急 法 ・倒壊家屋からの救出救助 

５ 訓練時の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 所 感 

 消防団員は、日頃から火災等に備えた訓練は実施しているものの、救出救助・ロー

プ結束・救急法等を普段の消防団活動の中で習得していくのは難しい。救出救助訓

練は第２分団が、ロープ結束・救急法は防災安全専門員が講師となり、実践的な手法

を団員たちに教示することで、災害時における消防団員達の対応力が培われた。 

ロープ結束や三角巾を用いた救急法は、近年入団した団員のほとんどは訓練した

経験がなく、とても良い機会となった。団員たちの中には休憩時間中も結び方を確

認するなど高い意識が見られた。 

今後も各分団が自治会等に指導できるレベルを目指し、倒壊家屋からの救出救助

訓練を主軸とした災害対応訓練を実施していく。 
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計４８名参加 



式　典
敬老作文朗読・祝金品贈呈

余　興（戦豆の猿まわし）
株式会社　戦豆

　■主催　　開成町　・　開成町社会福祉協議会

　■協力　　開成町老人クラブ連合会　・　開成町民生委員児童委員協議会

　　　　　　開成町自治会長連絡協議会　・　開成町婦人会　・　株式会社戦豆

　　　　　　【お問い合わせ】
開成町福祉課 開成町社会福祉協議会

電話：８４－０３１６ 電話：８２－５２２２

※　ご来場の方には粗品をご準備させていただいております。

回 覧

開 成 町 敬 老 会
平成２９年度

9月18日㊊
１０：００ ～ １２：００

お申し込みは、別紙「敬老会参加申込書」にご記入ください

会 場 開成町福祉会館 １階 多目的ホール

内 容 10:00 ～

11:00 ～

無料の送迎を行います！

詳しくは、裏面をご覧ください。



　Ａコース（岡野・金井島・上延沢・下延沢・円中）

　Ｂコース（上島、河原町、榎本、中家村）

　Ｃコース（宮台、牛島、下島、パレットガーデン）

送迎バスご利用者の方へ

○ 　送迎バスは、事前申込み制です。ご利用を希望される方は、

必ず「敬老会参加申込書」に記入してください。

○ 　送迎バスの発着時刻は、交通状況、利用状況により、多少

前後する場合があります。

開成町敬老会　送迎バス時刻表

バス発着場所 時　刻

① 開成町役場玄関前 ８：４５

② 内藤農園前 （県道沿い） ８：５０

③ 金井島公民館前 ８：５５

④ 瀬戸屋敷前 ９：００

⑤ 上延沢自治会館前 ９：０５

⑥ 開成小学校正門前 （旧道側） ９：１５

バス発着場所 時　刻

① 松田自動車学校前 ９：００

② 吉田島米穀店前 ９：０５

③ 吉田島高校前 （旧道側） ９：１０

④ 中家村公民館前 ９：２０

バス発着場所 時　刻

① 旧宮台公民館跡地 （露木酒店付近） ９：００

② 南部コミュニティセンター前 ９：１０

③ 開成駅西口 （松田警察署連絡所前） ９：２０



○日　 時 ８月１５日(火)
13：30～1４：４0

○会　 場 開成町民センター　
３階　大会議室

○入場料 無料
※どなたでもご入場できます。

○講  演 「父から聞いたシベリア抑留」
　 講　　師　　　　露木　順一　氏　

プロフィール　

　 日本大学教授、前開成町長。

太平洋戦争において、満州と

　 ロシアとの国境を守る部隊長

として任務につかれ、終戦後、

極寒のシベリアに抑留、大変な体験をされた父

から語り継がれたことを講演していただきます。

主　　催 開成町戦没者遺族会

後　　援 開成町

平 和 の つ ど い
太平洋戦争終戦から7２年

　広く知っていただくための事業を進めています。

　開成町戦没者遺族会では、平和の大切さを町民の皆様に

回覧



 

 

足柄産業集積ビレッジ構想 権利者組織会の設立 

 

 

１ 権利者組織会の設立について 

・足柄産業集積ビレッジ構想内、竹松壗下地区（約 27ha）及び宮台北地区（約５ha）につ
いて、工業系の土地利用を図るため、南足柄市・開成町が一体となって事業を推進してい

る。 
・これまで、現況測量等の調査、権利者意向調査を受けて、整備方針の検討を行ってきた。 
・約６ha の農地を継続したい意向がある中で、市街化区域編入に向けた土地利用計画、事
業区域、事業手法について、権利者と行政が一体となって検討する必要がある。 
・権利者の目線を重視した検討及び議論を行う「権利者組織会」を設立した。 
 
２ 権利者組織会の開催等 

・平成 28年度の説明会等で、設立及び参加を周知した。 
・権利者組織会の参加権利者 南足柄市 11名、開成町６名 計17名。 
・第１回会議 平成29年７月 19日に開催。 
 
３ 権利者の合意形成 

・権利者組織会において、権利者１人１人の忌憚のない意見、権利者間での議論を踏まえ、

まちづくりの実現をめざした土地利用計画、事業区域、事業手法の案を調整する。 
・権利者組織会の意見を踏まえて、権利者が疑問や不安と感じることついて勉強会の開催、

全体説明会で土地利用計画、事業区域、事業手法の案を説明して、合意形成を進める。 
 
４ 今後の事業予定 

・平成 29年度 権利者組織会５回、全体説明会２回、全体勉強会２回。 
・平成 30‐31年度 継続的な企業誘致活動、事業計画等の検討、権利者合意形成。 
・平成 32年度 事業認可。 
※権利者の意向を踏まえ、平成 32年度の事業開始をめざします。 
 
５ 事業予定区域 

・裏面のとおり 
 
 

平成 29 年８月 10 日 

課長会議 資料 

街づくり推進課 


